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/ 1 <., 八 " 出ト世ん ヮ 」 " 心 。 ルり Ⅱ 

垣町 において、 福祉・保健の 拠点と 
なるのがこのおかがき 総合福祉保健 
センタ一にいこいの 里 ，です。 町で 

は、 この施設を駆使して、 皆さんに 
届 んていただける 魅力にあ ふれた 申 

業を進めていきます。 その主なもの 
として、 ホームヘルプサーピス 事業 

やデイサービス 事業、 各種保健事業、 
ポランティア 育成支援事業などによ 
り在宅福祉の 充実を図っていきます。 
デイサーピス 事業は、 今まで特別 

糞護 老人ホーム「恵の 家」で行って 
いましたミニデイサーピス 事業を、 

拡充・拡大を 行って ド いこいの 里コ 

で 開始します。 給食サービスも 、 現 
" " M " - @  一 " " " " " 一 @ 

ヱエ・ 冊 Ⅰ 旧 l7 イ づ 77 l. " ム と、 ⅠⅠ あ Ⅰ @n Ⅱ - 廿ヨ 
， Ll- ぽ " ロ ・ " " " " " り ） リ ヒ 。 ロト弔 

やし一人暮らしの 高齢者の方などに 
おいしい食事を 提供していきます。 

また健康事業の 面でも成人健診や 
乳幼児健診、 健康教室 ( 火曜日から 
金曜日までの 週 4 日間は保健婦が 常 
駐 ) などの拡充を 図り、 町民の皆さ 
んの健康面での 支援強化を図ってい 
きます。 また同時にボランティア 活 

動の支援育成にも 力を入れていきま 
す。 
「ふれあ い館」「ふれあ い農園」で 

は、 ゆとりあ る日々、 ふねめ う楽し 
さ、 交流する再 びが 芽生える施設と 

なるように活用していきます。 
' い こいの里ロ は 、 地域に根ざし 

た保健福祉を 推進し、 子供から高齢 
者まで、 どなたでも利用できるいこ 

いの場、 やすらぎを生み、 ふれあ い 

交流の拠点施設をめざしています。 
今後からいろな 事業を副・画していま 

すので、 皆さんの積極的な 参加をお 
待ちしています。 

⑥枝隊循環線 
( 右回り ) : 海老津駅一棟 塚一 いこいの 里   国 津 り 通 い 

駅 う 役 駅 l り の 
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岡垣 中央幼稚園 ( 深田喜一園長 ) でこの春、 3 組の双子がそろって 入園しました。 年 

依 ちやん姉妹 ( 玄海町 ) 。 年中絶 (4 歳 月 ) には新庄仲人君と 伸行老兄弟 ( 高塚 ) 。 双子 

だけにそれぞれそっくりですが、 先生たちは「何とか 見分けがつくかな。 それでも慣れ 

るまで大変です」と 目を細めていました。 

4 月 11 日に行われた 入園 式に 、 ほかの新入園児たちととに 真新しい制服姿で 出席した 

6 人は 、 泣きだす子がかる 一方、 笑顔が絶えない 子も い て 個 ，性は様々でした。 

幼稚園では兄弟姉妹を 分けずに、 それぞれ同じクラスということです。 先生、 間違え 

Ⅰ " 

一 親水歩道 " せせら き緑道 " 完成一         Ⅰ 平成 8 年度の事業として 整備を進めていた " せ 

モ せらぎ 緑道 " が 、 この 種 、 完成し、 早くも散歩 コ一 

ス として人気を 集めています。 

" せせらぎ 緑道 " は、 高倉から「 えぴっ 公園通 

り 」の中を流れる 央 田川沿いに、 自然と調和した 

空間として整備されたものです。 都市計画道路 

" けやき通り " 沿いの歩道には、 里田川と昨年 オ一 

フ ンしたけやき 公園とをつなぐように、 水を循環 

させ人工のせせらぎを 設けています。 

また 緑道 には、 桜や ツツジな ビ 数多 

くの草木を植え、 四季折々の自然を 楽 
しめるようになっていまず。 岡垣 サン 

    一 アイと間もなくオープンするおか 

がき総合福祉保健センター " いこいの 

里 " を 結ぶ 位尻 にあ り、 サンリーアイ   
で イベントに参加し、 せせらぎ 緑 道 な 

散歩して " いこいの 里 " でお風呂に 入 

ろ そんな一日はどうですか。 

ル 通報事項の提供に 関する協定田 " が 4 月 2.¥ 日 、 町 

と岡垣 郵便局の間で 結ばれました。 

これは、 郵便配達のために 毎日町の隅々まで 行き、 
最も道路な ビ の現状が把握しやすい 郵便局員が道路 

状況など気づいた 点を町に通報するもので、 局員 の 

発案によるものです。 

対象は、 道路の破損や 陥没、 ガードレール やカ一 
ブ ミラー の 破損、 街路樹の損傷、 道路標識の不良、 
水道の水漏れなどです。 郵便局は文 叫で 随時町に通 

報 、 町は月に d 度 、 処理の状況を 郵便局に報告します。 

高 野義和 岡垣 郵便局長は「一日平均 17 人の局員が 、 

それぞれ町内を 40 キロから 60 キロ走っていますので、 

目配りができます。 業務を通して 地域にお役に 立て 

ればと 居 、 います。 」 と語り、 WI 長 ・は「道路の 破損は 

時には人間の 生命 @ こかかわってきます。 郵便局の方 
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▲互いに協定書に 押印し、 交換する高野局長 ( 写真右 ) と町長 0 

O
 



一国際交流 員 キヤサリン・ ヒバ ピ ー さん ガ 一日局長一 

日本で初めて 新式郵便制度が 開始された日を 記念した逓信記念日にち 

なんだ記念行事として 4 月 22 日、 町国際交流 員 キャサリン・ ヒ グビーさ 

んが 岡垣 郵便局の 1 回 郵便局長となりました。 

キャサリンさんは、 記念式典に先立ち、 高野義和局長から 委嘱書を手 

渡され、 局長の仕事がスタート。 まずは記念式典で 局員を前に上手な 日 

本語で スピ 一チな 行いました。 その後、 局の中を高野局長の 案内で見て 

回って局員の 労をねぎらいました。 窓口では訪れた 人たちに、 局が用意 

したカーネーションの 花を配り郵政事業のピーアールチ こ 一役買・っていま 

した。 

キャサリンさんは「日本にい ろ 外国 

人は、 本国からの手紙に 大変元気づけ 

られています。 郵便物を正確に 届けて 

くれてあ りがたいと思います。 それに 

しても、 郵便局長なんて、 もう二度と 
できないでしょうから 大変貴重な体験 

ができました」と う れしそうに語って 
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いました。 

Ⅰ ノ 

一 米国空軍太平洋音楽隊 ガ両垣 中らを吹奏楽部らを 指導 一 
アメリカ空軍の 訓周年を記念し 、 ナし州 各地を公演して     

いる米国空軍太平洋音楽隊 " パシュフィク・ショーケー   
ス " が 4 月 18 日、 岡 垣 サンリーアイでの 公演を前に岡 垣   
中学校の吹奏学部の 生徒や岡垣町民吹奏楽団のメンバー 

たちに演奏の 指導を行いました。 一 "             
バンドクリニックと 名付 @- ナ られた約 1 時間にわたるこ 

の 講習では、 楽器ごとに四つの 部屋 @L, 分かれ、 それぞれ 

" パ シコーフィク・ショーゲー ス " のメンバーから 通訳を 

介して、 演舞のポイントなどの 手ほ ビ きを受けました。 

指 叫を受けた生徒たちは、 始めは緊張している 様子でし     

たが、 次第に打ち解け 笑顔いっぱいで 楽しそうでした。 

原野陽子さん ( 間中 2 年・ 旭中 ) は「最初はどきどき や 牡 ， i, 。・・ ， 。。 、 
ま し したが、 スティックの 選ぴ 方や持ち方など 質問しま 

した。 バンドの皆さんは、 すごく演奏が 上手で感動 し ま   。 イ ㏄ ・ ; ，       
した。 」 と感想を話してくれました。   ち王   ㌧ " 

 
 

 
 

 
 

    一戸 町小へ 人権 の花 " ひまわり " の種 ガ贈 られる一 
  一Ⅰ 福岡法務局・ 福岡県人権 擁 託 委員連合会では、 昭和 57 年から 

ひま ね りを，人権 の花，として ァ 人権 の花，運動を 進めて い ま 

す 。 これは、 協力し合ってひまわりを 栽培することを 通じて 命 

あ るものを育てる 喜びなどを体得させ、 命を大切にする 心、 周 

囲を思いやる 方などを育てようとするものです。 その，人権 の 

花，運動の推進 校 として月例 小 が指定され、 4 月 27 日、 福岡法 
  務局・福岡県人権 擁護委員連合会からひまわりの 種が贈られま 
@ した。 戸切小 での学校を花いっぱいにしょうという 一人一 鉢 運 

動が評価され 指定されたものです。 
    贈呈式では全校児童を 代表し、 清水 碓さん (5 年生・月例 ) 

が「種を い ただきあ りがと うこ 。 さでいます。 私たちは花を 咲か 

  せることの大変さがよくわかります。 それだけに花が 咲いた喜 

    び はうれしいものです。 このひまわりを 育てることで、 命の大 
@ 切 さを学びたいと 居、 います」とお 礼の言葉を述べました。 

戸 何心で は 、 今後全校児童でひまわりを 大切に育て、 観察日 

誌 をつけるほか、 ひまわりの写生会などを 行 う 予定です。 
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）
 

は り ずに先状で 油     レ や仏 題 なえ み 

昨宵 。 付金の 処温プ社糞生 ッ かたにるる ・ 私 
年機 汚きに 固理脱ロ し尿 ご クな ち関 か一生た 

生 
づ， 

め し 
へ 

汚     
      る 岡もに E 自生 こは で り で む際 本テ 代   
とち のにががい 力 ごの 放 すし こク で こ 

れ科このコーナ 「 ど くしやの私書 一でひと 結 フ 」は、 に づて楽しもう。 な そんな願いを 

        """@ ヰ           匿名も可 ) . 年齢・色話番号」をあ 忘れ 

なく。 

向 闇 。 劃 エ   ピ 睦， 匿 
車   状 平時で   

況成 代 、 私 
  

は 8 に と た 
、 午突 り ち 

を取 入し中の わけ 

死者 3 名 

  

渡 し 車 全 ( 前年比 一 1 名 ) 

( 前年比 + ℡ 名 ) 

  
    ） 政 た 出   
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めたは ッ常か察 と通を災ては と   「 故 
ほのあ ト に と知 、 ルど 害い 交 

    
岡
垣
 ・
川
柳
 会
 

良
い
こ
と
が
あ
り
そ
う
今
朝
の
茶
柱
 
て
 

ェ
藤
雄
 雄
 

三
面
鏡
開
い
て
今
日
の
顔
つ
く
る
 

中
村
ナ
ヲ
 

強
が
り
を
言
っ
て
も
留
守
の
苓
が
ぬ
る
 ぃ
 

」
田
和
彦
 

虎
ル
 
の
子
が
高
利
に
惑
 
い
 駆
け
抜
け
る
 

高
浜
あ
さ
 ら
 

 
 

岡
垣
乳
垂
 俳
句
会
 

列
 な
ら
ぬ
鶏
の
鴨
 く
 日
永
か
な
 

小
西
さ
く
 え
 

欄
干
に
し
ば
し
身
を
寄
す
花
疲
れ
 

外
村
 

次
子
 

春
光
や
脱
ぎ
し
上
衣
を
預
け
し
 本
 

寺
田
 タ
ツ
子
 

柁
 冷
や
寝
釈
迦
の
大
き
、
足
の
衷
 

原
田
如
月
 

手
 糠
穂
の
よ
く
廻
る
日
や
奉
の
風
 

松
元
政
子
 

@
 
サ
ン
リ
 
一
 ア
イ
俳
句
教
室
 

山
裾
の
屋
敷
の
跡
や
桜
散
る
 

戸
次
和
子
 

菜
の
花
に
 ク
回
 し
は
ら
く
 遠
 貸
席
 

大
野
亮
子
 

野
仏
の
ざ
る
の
中
に
も
 柁
こ
 ば
れ
 

力
九
 ツ
ヤ
 子
 

朱
鳥
 確
 と
語
ら
 ひ
て
 を
 り
 朴
の
 ル
化
 

大
野
淑
子
 

O
 

 
 



  

  コ 』 " 

新田鎖化学勤務 

今月のさわや か さ ん は、 昨年 5 月 か らインワー 
ネットのホームページで 岡垣町の情報を 発信し 、 
凹め ピーアールに 一役 ガ っている橋本さんの 登 
場 です。 Ⅰ " 
Ⅰ趣味 は ? 

高校時代からパソコンを 始め、 昨年 5 月から 
は 、 インターネットを 始めました。 同時に自分 

の ホームページを 開きました。 私個人の情報の 

ほか岡垣町の 紹介やサンリーアイのイベント 案 
内などのコーナーも 設けています。 開設以来   
年になりますが、 すでに 5000 件を越えるアクセ 

ス ( 接続 ) があ っています。 

Ⅰインワーネットの 楽しさ ほ ? 

見えないけれど、 向こう側には 人がいるとい 
うとごろです。 インターネットを 通じて出会い、 

情報交換や交流ができるのが 一番の楽しさです。 

知り合った人と 実際に会って 交流することもあ 
りまず。 
あ と、 ホームページを 訪れた人から 岡垣町に 

実際に行ってみたいとか、 私も以前岡 垣 に住ん 
でいましたとかの 感想が電子メールで 届いてい 
た 時なんか大宮びですね。 

Ⅰ将来の夢や 目標は ? 
早く嫁さんをもらって 温かい家庭を 築きたい 

です。 Ⅰ " 
Ⅰ岡垣町に一言 ? @ Ⅲ ピ W 亡 C 社 l 珪 「 @U @S Ⅱ @e ミ ⅠⅡにⅢ z ピロミ Jd レヒ ll y Ⅰ L j@ れ S はⅡ U Ⅱ Ul は L@U@l     

岡垣で 生まれ育ってこの 町が好きです。 自然 of R,. ほ ml@lon_ ユ "hP nn り (nr 「 hlnlhlpS 「 0 ナ Ⅰ 且 m ュ n" Ⅰ p 窪盆 ⅠⅡ l ㏄ S の f 
と 共存できるような W を望んでいます。 

Ⅰ最後に自己 P 円を 

岡垣町の情報と 近郊のインターネ ツド につい 

ての情報を発信しています。 ぜひ一度のぞ いて 

みてください。 
ホームページアドレス   

http:@//www ， seafolknet ． or@     p/@haSmoto/   
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の
中
に
鎮
も
れ
・
 り
 

中
村
鶴
子
 

春
 の
 湖
 テ
ト
ラ
ポ
ッ
ト
に
粉
砕
 す
 

宮
内
芳
子
 

科
 掘
り
と
 
ぃ
ふ
 萄
の
膓
深
く
 

岩
崎
久
恵
 

磯
宮
の
記
帳
の
し
め
り
菜
種
梅
雨
 

三
浦
千
歳
 

 
 

デ
 般
の
人
の
作
品
 

 
 

胸
痛
む
中
国
孤
児
の
里
帰
り
平
和
を
 

祈
る
悲
劇
忘
れ
 
じ
 

松
丸
絹
子
 

園
 回国
 

道
 の
た
め
恋
の
突
を
断
ら
切
り
し
こ
 

と
な
ど
は
 る
 け
さ
幻
の
ご
と
 

あ
村
 

光
代
 

コ
バ
ル
ト
の
 空
と
 融
け
合
い
咲
き
 盛
 

る
 そ
め
 ぃ
 吉
野
 5
 分
永
か
れ
 

橋
本
和
子
 

や
っ
と
飛
ぶ
 
幼
 き
鳥
を
引
 さ
 連
れ
て
 

野
島
の
来
た
り
庭
の
一
本
に
 

徳
 留
人
 治
 

異
国
よ
り
取
り
寄
せ
ら
れ
し
ワ
イ
ン
 

樽
 究
極
ま
で
を
狙
わ
れ
て
お
り
 

金
子
由
美
子
 

忘
れ
 い
 し
春
慶
塗
に
 義
 経
堂
の
無
念
 

の
草
い
 さ
れ
そ
こ
に
嗅
ぐ
ご
と
 

安
部
朝
子
 

3; 套 了うニ % 裏 話 

( カースティンのキウイの 木 ) 

At  a  7-1l,somewhere  in  Japan. 

( 日本のどこかでのセブン・イレブンで… ) 

Der<ek:  Hi.  Lone  t Ⅱ nme  no  s 刮 
にんにちは。 ひさし ぶ り コ 

」 isa:  Yeah@  W,hat have  you  か en  up  to? 

( そうねっこの 頃 なにをしているの ?) 
Derek:  I,ve  b ㏄ n  doine  a  b@t  of  trampjng   

ひ ランピンバをちょっとしているよ コ 

ロ sa:  Tramlping?  What,s  that? 

( トランピンバ ? それはなに ?) 

Dereek:  Oh,it,shiking! Ⅵ resay 。 tram]ping" Ⅲ New  Zealand. 

Japan  is  great  for  it. 

( あ あ 、 山登りのことさ。 ニュージーランドではトランピンバ と 言うよ。 

日本は山登りをするのにすばらしいところさ J 
」 isa:  Isn,t it@  Hey,whV  don,t 攻 e  go  togethersometime! 

( そうだよね 0 あ のさ、 いつかいっしょに 行ったらどう ?) 

Dereek:  Sounds  great. 

( お 、 なかなかいいね J 
AT- … Ⅰアー l-- コ @- 4.L - @ 一 - ょ @  - -  Ⅰ - - - 、 - -@  」 - - - - 一一 - l-H 一 - 

        
where you live are @mmense,making tramping a very 

㏄ pularpastime. 

( ニュージーランドは 日本と同じ大きさですが、 人口は 360 万人しかい 

ません。 どこに住んでいてもトランピンバが 出来る機会が 多いのでル 
ランピンバは 気晴らしのためにとても 人気があ ります J 
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） 
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南
昌
 陽
区
 

和
孝
勝
男
の
を
見
て
い
る
と
至
極
 簡
単
に
形
が
決
 

粘
土
を
こ
ね
、
ひ
も
を
作
り
積
み
重
ま
る
。
 

ぽ
牛
 
Ⅰ
Ⅱ
 

｜
 ところが
、
 
さ
 て
 自
分
で
や
っ
て
 み
 

る
と
こ
れ
が
な
か
な
か
う
ま
く
 
い
 か
な
 

い
 。
一
本
の
ひ
も
を
同
じ
大
き
さ
に
 
作
 

る
の
も
初
め
て
の
者
に
と
っ
て
は
至
難
 

の
技
 だ
。
タ
タ
ラ
作
り
な
ら
簡
単
だ
 る
 

う
と
、
た
か
を
く
く
っ
て
い
た
が
、
 
こ
 

れ
も
粘
土
の
練
り
が
悪
い
と
作
品
の
形
 

 
 

が
 歪
み
、
素
焼
を
し
た
ら
ひ
び
が
入
っ
 

て
し
ま
う
。
六
十
の
手
習
い
な
ら
ぬ
 六
 

十
の
粘
土
工
作
陶
芸
と
い
う
は
、
ち
ょ
っ
 

生
涯
 

茂
生
青
春
 

卸
で
 

ね
て
い
く
「
ひ
も
作
り
」
、
板
状
に
の
 

ぱ
し
 花
び
ん
や
角
錐
等
を
作
る
「
タ
タ
 

ラ
 作
り
」
、
講
師
の
先
生
が
作
ら
れ
る
 

W 。 
  

て
や
 ヰ
ヰ
缶
 
Ⅰ
 印
 申
し
 
，
リ
 
ヤ
 つ
 ・
 
け
 ・
 
由
 .
 
ヰ
，
珪
埋
戸
 

臼
田
・
 

亜
 ・
り
で
や
 

な
 生
き
方
の
中
に
も
自
分
を
生
か
す
も
の
が
 

リ
 ヤ
 ケ
ヤ
け
 
捷
で
や
 
け
 Ⅰ
 け
け
 て
て
 
宇
 

あ
る
は
ず
で
す
。
 
ま
 

人
生
八
十
年
時
代
を
迎
え
、
こ
れ
か
ら
の
 
長
 い
 人
生
を
心
豊
か
 

で
 充
実
し
た
生
活
を
送
る
た
め
に
は
「
生
き
 
が
 い
 」
は
重
要
な
柱
 

に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

人
は
「
十
人
十
色
」
の
生
き
方
を
し
て
い
ま
 
す
が
、
ど
の
よ
 う
 

だ
 、
「
生
き
が
 い
 」
を
 見
ぃ
 だ
せ
ず
に
い
る
 人
は
、
「
生
き
が
 
い
 は
 

与
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
自
ら
実
現
し
 
て
い
く
も
の
」
と
い
 

ぅ
 視
点
に
立
っ
て
 、
 先
ず
、
自
分
の
得
意
 分
 野
 、
興
味
・
関
心
の
 

あ
る
も
の
を
見
つ
け
出
し
、
粘
り
強
く
 
ア
プ
 自
｜
チ
 し
て
。
新
し
 

い
 自
分
を
発
見
 "
 し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
  
 

今
回
は
、
「
私
の
生
涯
学
習
」
と
い
う
タ
イ
 ト
ル
で
、
「
生
き
が
 

い
づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
方
を
紹
介
 
し
ま
す
。
 

   
 

 
 

"
 
出
ム
 
ム
 
い
   
と
お
こ
が
ま
し
い
）
に
挑
戦
し
そ
の
 難
 

し
さ
と
共
に
魅
力
に
ひ
か
れ
て
し
ま
っ
 

@
 
ヰ
 
@
 
ハ
 
甲
 
。
 

昭
和
㏄
年
に
公
立
学
校
を
退
職
後
、
 

岡
垣
町
社
会
教
育
指
導
 臼
 と
し
て
三
年
 

間
中
央
公
民
館
の
高
齢
者
学
級
（
若
潮
 

学
級
 て
 
県
主
催
の
老
人
大
学
お
よ
び
 

大
学
院
講
座
の
世
話
を
担
当
し
た
。
 
ど
 

ち
ら
も
受
講
資
格
は
六
十
歳
以
上
の
一
口
 
は
 

齢
者
 ?
 で
あ
る
が
、
自
分
か
ら
進
ん
で
 

受
講
し
た
だ
け
あ
っ
て
出
席
率
は
抜
群
 

で
 学
ぶ
姿
勢
も
真
剣
で
、
そ
の
情
致
 
と
 

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
驚
く
と
共
に
敬
服
さ
せ
 

ら
れ
た
毎
日
で
あ
っ
た
。
 

三
年
間
の
在
任
中
、
純
粋
に
「
学
ぶ
」
 

楽
し
さ
、
多
く
の
人
々
の
と
「
ふ
れ
あ
 

い
 」
の
素
晴
ら
し
さ
を
知
る
こ
と
が
で
 

き
た
の
は
日
偏
収
エ
局
の
士
旦
ロ
い
い
し
で
 

か
り
る
。
 

ヰ
 

退
任
後
、
こ
の
素
晴
ら
し
い
皆
さ
ん
 

の
 仲
間
に
入
り
た
く
て
、
 ム
 「
度
は
一
堂
 

講
主
 と
し
て
若
潮
学
級
に
参
加
し
た
。
 

昨
年
度
は
 、
 新
し
く
開
設
さ
れ
た
「
 ゆ
 

う
ま
 カ
レ
ッ
ジ
」
を
受
講
 し
 、
一
期
生
 

と
し
て
の
喜
び
に
浸
る
。
 

あ
れ
や
こ
れ
や
で
陶
芸
コ
ー
ス
受
講
 

歴
は
長
く
な
っ
た
が
：
陶
芸
ま
で
は
い
 

か
ず
 未
 だ
 土
 い
じ
り
の
段
階
で
あ
る
。
 

そ
れ
で
も
自
分
が
作
っ
た
茶
碗
で
抹
茶
 

を
 飲
む
幸
せ
に
酔
っ
て
い
る
今
日
こ
の
 

頃
 で
あ
る
。
 

「
少
し
に
し
て
学
べ
ば
、
壮
に
し
て
 

為
 ず
あ
り
。
壮
に
し
て
学
べ
ば
、
老
い
 

て
 衰
え
ず
。
老
い
て
学
べ
は
、
死
し
て
 

朽
ち
ず
」
 9
 佐
藤
一
斉
先
生
 9
 

陶
 友
の
皆
さ
ん
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
 

 
 

さ
わ
や
か
な
目
覚
め
と
共
に
「
お
は
 

 
 

よ
 う
 」
と
あ
ち
こ
ち
か
ら
交
わ
す
挨
拶
 

か
ら
私
の
一
日
が
始
ま
り
ま
す
。
家
族
 

は
 三
世
代
同
居
で
 セ
 人
の
大
家
族
の
中
 

 
 

で
 忙
し
く
、
賑
や
か
な
毎
日
で
す
が
、
 

楽
し
い
語
ら
い
が
絶
え
な
い
の
が
私
の
 

家
族
で
す
。
 

私
の
住
む
吉
木
は
三
里
松
原
の
す
ぐ
 

そ
ば
で
、
海
が
め
も
や
っ
て
く
る
海
岸
 

に
 
一
番
近
い
所
に
住
ん
で
い
ま
す
。
 

家
 

は
 農
業
で
主
に
米
と
い
ち
ご
を
作
っ
て
 

い
ま
す
。
 

そ
れ
で
は
、
私
の
生
き
が
 い
 と
な
っ
 

て
い
る
「
朝
市
」
の
こ
と
に
つ
い
て
お
 

話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

る
 自
分
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
 

で
す
。
最
近
で
は
、
私
が
作
っ
た
い
ち
 

こ
を
ふ
る
星
使
と
し
て
遠
く
は
北
海
道
、
 

東
京
へ
と
送
る
方
が
増
え
て
お
り
、
 荷
 

造
り
に
も
自
然
と
 カ
 が
こ
も
り
ま
す
。
 

ま
た
、
こ
の
仕
事
を
通
じ
て
い
ろ
い
 

ろ
な
人
と
の
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。
 

昨
年
、
十
数
年
来
の
い
ら
ご
の
知
人
か
 

ら
 、
息
子
さ
ん
の
ア
ト
ラ
ン
タ
・
オ
リ
 

ン
ピ
ッ
ク
出
場
の
知
ら
せ
が
届
き
、
 早
 

速
お
 祝
い
に
伺
い
共
に
喜
び
を
分
か
ち
 

合
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
こ
う
し
た
 

出
会
い
を
大
切
に
し
て
、
私
の
勉
強
の
 

場
 と
し
て
大
い
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
 

と
 思
っ
て
い
ま
す
。
 

を
 収
穫
し
て
い
る
と
何
に
見
学
に
き
た
 

り
、
 車
に
横
ん
で
い
る
新
鮮
な
い
ち
ご
 

を
見
て
欲
し
が
っ
た
り
す
る
人
が
た
ん
 

た
ん
と
増
え
て
き
た
か
ら
で
す
。
そ
れ
 

か
ら
私
は
「
 完
 速
し
た
採
り
た
て
の
い
 

ち
ご
 を
そ
の
日
の
う
ち
に
消
費
者
の
食
 

卓
 に
届
け
て
喜
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
 

考
え
る
よ
う
に
な
り
、
勇
気
を
出
し
て
 

始
め
た
の
が
私
と
朝
市
の
始
ま
り
で
す
。
 

私
が
朝
市
を
永
年
続
け
て
こ
れ
た
 理
 

由
 の
一
つ
は
「
お
宅
の
い
ち
ご
は
旧
く
 

て
 、
お
い
し
い
ね
」
と
お
客
さ
ん
か
ら
 

喜
ん
で
 い
 た
だ
け
る
か
ら
で
す
。
そ
の
 

た
び
に
「
次
は
も
っ
と
お
い
し
い
い
ち
 

ご
を
作
ろ
う
」
と
意
欲
を
燃
や
し
、
 
エ
 

夫
 を
こ
ら
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
て
 働
 

い
て
い
る
時
、
い
き
い
き
と
輝
い
て
い
 

吉
木
匠
麻
生
和
子
始
め
た
き
っ
か
け
は
、
 主
 人
 と
い
ち
ご
 

朝
市
は
 

私
の
生
き
 
が
 い
 

私
は
、
農
業
の
か
た
わ
ら
朝
市
を
始
 

め
て
三
十
年
に
も
な
り
ま
す
。
そ
の
 当
 

時
は
県
内
で
も
珍
し
か
っ
た
頃
で
し
た
。
 

 
 

曲
ヰ
帝
ヰ
臣
帝
ヰ
 

け
申
ヰ
申
り
り
 

j
 申
廿
甲
 

①
 



ぜ
 
 
 

 
 

く 材料 4 一 5 人分 ) 

  
o 米                               か，プ 3 杯   l I 時間つけてお   

カップ 3 杯 

0 出し昆布…‥・ 8 ㌧ 角 1 枚 

  

赤 梅酢に   
0 干し椎茸                               ln 枚 

0 つね ぶ き                   100 グラム   
0 ゆで 笥                         200 グラム   カップ 1 杯 

芋 さとう‥‥‥大さじ 1% 杯 
味 みりん……大さじ 1 杯 

節酒                         大さじ 2 杯 
  う㌻ 口しよ う ゆ ‥・大さじ 2 杯 

① @ んじん       /J へ l 本。 出し汁カップ 形、 

砂糖 塩少 々 で味つける。 

る
よ
う
呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、
各
国
 

喫
煙
が
有
害
だ
と
い
う
こ
と
は
、
今
直
接
入
る
も
 の
 
"
 三
流
 煙
 "
 と
、
火
の
 

世
界
保
健
機
関
帝
 H
O
 ）
 

年
 5
 月
㎝
日
を
一
・
世
界
禁
煙
 
デ
 

定
め
、
喫
煙
者
に
対
し
て
喫
煙
 

は
、
 @
 

｜
一
と
 

を
控
え
 

ぐ
た
め
の
取
り
組
み
は
そ
の
一
 

つ
 で
す
。
 

弓
 （
 
劫
 喫
煙
と
能
 村
帝
は
 煙
 

た
ば
こ
の
煙
は
 、
 吸
 う
 人
の
気
管
に
 

一
 
あ
な
た
の
健
康
を
損
な
う
お
そ
れ
 

が
あ
り
ま
す
の
で
吸
い
す
ぎ
に
注
意
し
 

ま
し
ょ
う
。
 

，
 ど
こ
か
で
聞
い
た
、
見
 

た
こ
と
の
あ
る
こ
の
文
章
を
ご
存
じ
で
 

す
か
。
お
手
元
に
 
、
 "
 た
ば
こ
 "
 が
あ
れ
 

ば
、
箱
を
手
に
と
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
 

箱
の
側
面
に
こ
の
文
章
が
印
刷
さ
れ
て
 

い
ま
す
。
た
ば
こ
の
箱
に
印
刷
さ
れ
る
 

程
、
た
ば
こ
の
健
康
に
及
ぼ
す
悪
影
響
 

は
 研
究
さ
れ
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
 
5
 月
 

凹
目
 は
、
 
@
 
世
界
禁
煙
デ
ー
「
で
す
。
 

政
府
、
自
治
体
、
団
体
、
個
人
に
対
し
 

て
喫
煙
と
健
康
問
題
の
認
識
を
深
め
、
 

適
切
に
実
践
す
る
よ
う
求
め
る
日
で
あ
 

る
と
し
て
い
ま
す
。
 

日
本
で
は
 
-
 
世
界
禁
煙
デ
ー
」
に
始
 

ま
る
一
週
間
前
を
禁
煙
週
間
」
と
定
 

め
、
た
ば
こ
対
策
が
推
進
さ
れ
て
い
ま
 

す
。
公
共
施
設
や
病
院
な
ど
、
ロ
ビ
ー
 

や
待
合
室
で
の
喫
煙
場
所
の
制
限
や
換
 

気
に
配
慮
す
る
な
ど
、
た
ば
こ
を
吸
わ
 

な
い
人
へ
の
煙
に
よ
る
健
康
影
響
を
防
 

や
 常
識
と
な
っ
て
い
ま
す
。
た
ば
こ
を
 

吸
う
と
間
も
な
く
起
こ
る
心
拍
数
の
増
 

加
、
血
圧
の
上
昇
、
皮
 府
 温
の
低
下
、
 

せ
き
や
た
ん
の
増
加
、
目
の
か
す
み
や
 

痛
み
、
頭
痛
、
運
動
時
の
息
切
れ
な
ど
 

の
「
急
性
の
影
響
Ⅱ
を
経
験
し
た
人
は
、
 

結
構
多
い
で
し
ょ
う
。
肺
が
ん
に
代
表
 

さ
れ
る
「
慢
性
の
影
 牌
 」
で
あ
る
慢
性
 

気
管
支
炎
、
肺
気
腫
、
狭
心
症
、
心
筋
 

梗
塞
な
ど
数
え
上
げ
た
ら
き
り
が
あ
り
 

ま
せ
ん
。
 

俺
 

5
 月
   

日
ヮ
 

 
 

ぼ
   

①ふきのとう……… 5% 景 

く 作り方 ) 

0  米は 1 時間前 @ 洗って出し汁に 浸し、 

昆布を取り出して 炊く 0 

0  からしてすし 捕に移し、 熱いうちに 

合わせ酢をふりかける。 

0  酢がなじんだら、 あ おいで水分をと 

は - す 。 

0  貝はすべて短冊 @ こ 切って味付けして 

汁気を切り、 若 しめしに手早く 混ぜ合 

わせる。 

諾 め介助 
な に 共喫た 
佳典の 煙は 

た場所 害を 
り 所にか 吸 

、 どが 、ょ 設プ ： @ ける 守る たし 不 
待 た分対人 

い 煙のて を 
ま機た 、 受   

0  ゆでてうす味をつけたふきのとうな 

            占めるあ しらい飾る。 

石打ち期に う ど、 菜花のすまし 汁 添え 

ると、 季節の香りとともに 弄 しの味を一 

そう引き立て、 すばらしいご 馳走になり 

まづ -0 

岡垣町食生活改善推進会 

( 愛称、 ヘルスメイト ) 

O 

ま も に M 思を 教すさ な 楽 な い 2 人へさ 所す 
す考買 、 わ吸 百首 。 せい煙いう う をのれ分内 。   

康 みこ 販 よ と 能 めた教でないが 。 る 、 ま進煙み   
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児
玉
手
当
受
給
者
は
、
毎
年
 
6
 月
 

に
「
現
況
 届
 ㍉
を
役
場
に
提
出
し
な
 

け
れ
ば
な
り
ま
ぜ
 
ん
 。
 

提
出
 古
類
 を
現
受
給
者
に
は
送
付
 

現 
況 
届 
の 
提 
出 
を 
忘 
れ 
ヲ 
l% 。 @ 
  

三
里
松
原
の
松
を
寸
る
た
め
に
、
 

航
空
防
除
を
行
い
ま
す
。
 

と
き
 
6
 月
 3
 日
 
-
 
人
 -
 ・
Ⅳ
 日
 

松
 く
い
虫
の
 

航
空
防
除
に
協
力
を
 !
 

来
て
く
だ
さ
い
。
 

と
き
 
6
 月
 

㏄
 日
 
一
月
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 午
 

後
 7
 時
か
ら
 9
 

時
㏄
 分
 ま
で
 

と
こ
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サ
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●お電話は、 よく確かめておかけください。 
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児 l 間 かしⅩ 事料内 と時と開示 事国 
0 い ま てお 柑配 こ か き の と 水 6 

重手 

0 合で く 特設 布容ろ ら き ま 試し遣戸 
4 わ Ⅰだち 会   

当 日 6 せ ミ @ 火 @ Ⅱ @@ 『 澤 水 町 午後 I 6 す。 飲 や て町 週間 

受           水源 浄 ． ) 月 浄水でか 

給者 

7 浄 ら 町 の谷 腸見 の原 水場 時ま Ⅰ日 水場 適訳 す 。 
      火器 羊水 - で - 見 で水日 

の 
皆 まで 容 場 十八 は各 金、 の試 吉木 - 日 学会 水 は 通過 

さ 間の 2g ま 水道 、 飲 ・ 早崎 など 道の @ 
ん ム昨年の様子 2  ト 意 二皿 - 9  を尻付合   
  門川 講権 講 と か 午と ぜし佳 人   

へ く い 月 当 国 

  だ と 2 用 民 
さ 里 日新 午   ぃ給 以 律 令 

  大             でと開る で 降証       

ハ
リ
ウ
ッ
ド
・
ナ
イ
ト
 

一
九
八
①
年
代
、
世
界
で
有
名
に
 

な
っ
た
ダ
ン
サ
ー
ミ
カ
エ
ル
・
 

バ
リ
シ
ュ
ニ
コ
フ
 や
 グ
レ
ゴ
リ
ー
・
 

ハ
イ
ン
ズ
が
ホ
ワ
イ
ト
・
ナ
 

イ
 ソ
 
と
い
う
映
画
の
中
で
、
国
境
 

や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
超
え
て
お
互
い
 

に
助
け
合
い
ま
す
。
 北
 ・
極
圏
の
辺
り
 

で
は
 6
 月
は
夜
で
も
明
る
い
 
"
 
白
夜
 "
 

い
わ
ゆ
る
ホ
ワ
イ
ト
・
ナ
イ
 
ソ
 に
な
 

る
の
で
す
。
ロ
シ
ア
な
ど
の
こ
の
白
 

夜
 に
な
る
国
々
を
訪
ね
て
み
ま
し
ょ
 

う
 。
ぜ
ひ
見
に
 

/
 
 

Ⅱ
 

ワ
ー
ル
ド
キ
ッ
チ
ン
と
い
う
国
際
 

料
理
教
室
で
 6
 月
花
 日
に
 、
 申
 ・
一
口
同
 

校
生
の
た
め
の
特
別
教
室
を
開
き
ま
 

す
。
国
際
文
流
 貝
 ギ
ャ
ザ
リ
ン
の
ア
 

メ
リ
カ
合
衆
国
や
カ
ナ
ダ
の
友
達
か
 

ら
北
米
で
と
て
も
人
気
の
タ
コ
ス
料
 

理
を
習
い
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
話
し
 

な
が
ら
、
料
理
を
作
っ
て
食
べ
て
楽
 

し
み
ま
し
ょ
う
。
 

と
き
 
6
 月
 0
0
 
日
 
二
 -
 午
前
 托
 

時
か
ら
午
後
 3
 時
ま
で
 

と
こ
ろ
中
央
公
民
館
調
理
室
 

定
員
二
十
人
 -
 
中
・
高
校
生
の
 

中
 ・
高
生
の
皆
さ
ん
 

ワ
ー
ル
ド
キ
ッ
チ
ン
に
 

い
ら
っ
し
や
い
 !
 

米
中
し
込
ん
で
い
な
い
人
で
も
当
日
 

空
席
が
あ
れ
ば
参
加
で
き
ま
す
。
 

多 @ ご 

      数 の言 " 七 " 舌 

      
  

遊興 
  課 

  へ 

  
応 - 
募 

上口 

  
ま - 一 一 

、お 相   
回 、 を立   

申 映 り 

し画 l 
込名ア 
み イ 

ホ椀 

篭ワ 訴 イ覚 聴 
で ト 室 

ナ世 ・ 

城ナ 
振イ 
興ッ 
課 

    
申参み 
し 十目 -   

込費 
み 

五 
6 百 o"   l"/ 
同 門 
  

姥 
日 

  
金   

ま 商 い合わせ 
  

昧水 
わ道 

原水をってみま上国 水 の 

    
し
て
い
ま
す
が
、
新
た
に
申
請
さ
れ
 

る
人
や
所
得
制
限
で
支
給
さ
れ
て
い
 

な
い
人
は
、
福
祉
課
窓
口
に
用
意
し
 

て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
   

0 滴 び枕 か通の元 防 四 - 久 - 芹田通子 7 県道 席 沿 ら 6 行規 三里 松原 隙 区 時間   
ず矧福 五間の 黒 ・         時 ま 「 。 0 橋岡間 線 号線 @ ま、 午前 l 山折 ・ 松 
た - - % 三 5  棟原 か 

、 で 向よ 里 時 球 ・     
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ク 町民武道館 宕 282 一 6111 
ク 社会福祉協議会 容 283 一 2940 
ク岡垣 サソリーアⅠ 宕 282 円 515 
クシルバリ 財杜 ンター %282 一 4688 

ク 中央公民館 容 282 一 0162 

ク 東部公民館 %282 一 0035 

ク 西部公民館 %282 一 7476 

ク 在宅介護支援センター %282 一 5167 

D   
    イ寸 受 時 は 自 

5 月 30 日 ( 金 ) と 6 月 5 日 ( 木 ) は締切 ま し た は定員をこえているので 申し込みできません。 

健
診
の
申
し
込
み
の
ハ
ガ
キ
を
出
 

し
忘
れ
た
人
や
ハ
ガ
キ
の
届
か
な
か
っ
 

た
人
は
、
電
話
で
受
け
付
け
て
い
ま
 

す
。
希
望
日
の
二
週
間
前
ま
で
に
健
 

康
対
策
課
 
へ
 。
 

申
し
込
み
の
多
い
日
は
、
変
更
し
 

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
 

な
る
べ
く
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
 

さ
 い
 。
ハ
ガ
キ
で
の
受
付
は
締
切
り
 

ま
し
た
の
で
、
ハ
ガ
キ
は
使
用
し
な
 

い
で
く
だ
さ
い
。
 

Ⅹ
 6
 月
 9
 日
（
月
 -
 、
 7
 月
 1
 日
 

-
 
人
 -
 の
健
診
（
㏄
 蔵
 ま
で
の
女
性
 

に
骨
粗
し
ょ
う
 症
 健
診
を
実
施
）
は
 、
 

若
い
お
母
さ
ん
に
 来
 や
ず
い
よ
う
に
保
 

母
が
お
子
さ
ん
を
お
預
か
り
し
ま
す
。
 

安
心
し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

申
し
込
み
健
康
対
策
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女 6 月の納期 
● 町 県民税…                                                             
●保育 料                                                                         
●打首住宅家賃………‥                                 
●下水道受益者負担金‥                                 
●国民年金保険料………                               

分
分
分
分
分
 

期
月
月
期
月
 

4
l
n
o
6
l
B
 

女 各種相談 
●心配ごと相談 ( いこいの 甲 ) 

り ・ 27 日 13:30-16:00 
●行政相談 ( いこいの 里 ) 

は・ 27 月 13:30-16:00 
●法律相談 ( いこいの 里 ) 

Ⅱ 日 13:30-16:00 
●教育四話相談 ( 教育委員会内 ) 容 2B2 ⅠⅡ 4 

V 毎週月・ 水 ・金曜 ) 9 :00-17:00 

（ （ （（ 

      

型
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日
 

集
 

収
 

み
 

 
 

可
 

⑨
出
す
こ
と
が
で
き
る
ご
み
 

布
団
，
毛
布
・
カ
ー
ペ
ッ
ト
・
じ
ゆ
う
た
ん
・
 

ロ
 ・
こ
た
つ
・
 襖
 
障
子
・
テ
ー
フ
ル
・
水
屋
 

学
習
 机
 ・
タ
ン
ス
・
椅
子
・
本
棚
・
す
だ
れ
・
 

篠
 製
品
・
 竹
 
角
材
 板
 ・
 タ
 キ
ロ
ン
・
ポ
リ
 

バ
ケ
ツ
・
収
納
 
箱
 
・
大
型
バ
ッ
グ
な
ど
 

音
 布
団
は
普
通
の
紐
で
結
ん
で
出
し
ま
し
ょ
っ
。
 

女
 長
い
も
の
は
 
2
 メ
ー
ト
ル
以
内
に
切
っ
て
出
し
ま
し
ょ
う
。
 

な
ご
み
は
朝
 8
 時
ま
で
に
出
し
ま
し
ょ
っ
。
 

寮
 家
庭
で
の
ご
み
焼
却
は
排
煙
に
注
意
を
し
ま
し
ょ
う
。
 

（
大
型
不
燃
ご
み
の
収
集
は
 7
 月
で
す
 ソ
 

黒山・ 東 黒山・板塀・ 上 高倉・高倉 

高尾・ 旭西 ， 旭中 ・坦夷・旭市・ 松ケ台 

レ 

 
 

%
 大
型
ゴ
ミ
は
偶
数
月
が
「
可
燃
」
ご
み
、
奇
数
月
が
「
 

不
 燃
 」
ご
み
で
す
。
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内内の文辞む 接昧滞 (A*) 
  

岡 の ま た垣 棚，亜紀五面 ; 
両れ県乙 、 を 今 と きが 十く 多 

捷汚薯杢ぞ饗 黒ま 億ぎ 奉斎 お代 

人口           .29,734A(+116) 

男 ， 性                         
そのうち 74 世帯は外国人世帯 

 
 

転入                                   151/ Ⅰ 
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国
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進
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大
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業
た
 

留
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，
む
工
人
 

学田， 。 学年 、 乙 

部
身
 

か
僻
 

㍼
 
も
 

隊 が豚 : 昭             指先長和 た 俄 
揮成 と十 っ彼車 
官 さ な 四 たのは 
とせり年か某日 
した 華 、 か 紙本   

け
た
 
如
何
 
大
佐
 

七
式
 
も
活
 

る
 
て
転
 

0
 

擢 戦戦は に っ ヒ空次あ 歳乙 とき した 車の 卓越し 、 戦車 " ， 。 。 たと 機 ル 冷 テ 大戦 ろ。 のと 禾 Ⅱ 

。 突破 策 し高閲 ィ 甲第 き 三に 
戦目 八 たぅ 表 @  、 二て 十   

昭
和
十
五
年
、
少
将
と
な
っ
た
 

こ
未
 

 
 

 
 
  

  

-
 
ト
 

生
は
欧
州
戦
線
を
視
察
し
た
後
、
相
模
 
 
 

造
兵
廠
 

長
 管
の
要
職
を
歴
任
、
傍
ら
東
ら
軌
は
、
広
報
の
 

ほ
が
紅
良
捷
ヒ
 

い
う
 
矩
 辞
を
 
担
鞍
 

 
 

大
第
二
工
学
部
の
講
師
を
兼
務
し
た
。
Ⅰ
Ⅰ
い
ま
す
。
 

時
 
時
 
七
い
 
う
 
の
 
ぼ
 
、
簡
単
 

に
貫
え
は
佳
 

理
 局
長
官
と
し
て
広
島
に
赴
任
、
運
命
わ
れ
て
 

ぃ
 
乱
す
り
 

そ
れ
は
 

斤
 
・
疎
か
 

占
 
住
民
に
投
げ
か
 

 
 

 
 

  

と
も
に
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
の
権
威
者
と
擁
投
げ
か
け
、
 

皆
 さ
ん
の
立
見
を
茸
き
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軍
人
か
ら
産
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。
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当
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年
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迎
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あ
と
三
年
余
で
、
二
十
世
紀
を
授
与
さ
れ
た
陸
軍
人
 
尉
 で
、
母
親
は
、
ソ
リ
ン
機
関
だ
っ
た
戦
車
を
 
、
目
 
一
十
 
-
 
」
れ
が
見
直
さ
れ
た
の
は
、
ソ
連
の
そ
の
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次
ひ
 漢
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 @
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い
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。
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㈹
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前
 
あ
る
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当
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。
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。
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先
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親
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柴
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術
開
発
に
道
を
拓
い
た
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を
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増
ず
る
 

た
め
の
生
産
設
備
も
雙
源
一
也
氏
宅
で
あ
る
。
 

ぐ
 戦
争
拡
大
と
軍
国
主
義
の
時
亨
の
軍
務
の
関
係
 
で
、
二
木
主
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熊
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戦
車
の
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と
言
わ
れ
ろ
に
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井
邦
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京
で
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